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湯淺啓史 平成２７年度９⽉議会⼀般質問および回答 全⽂ 

質問内容 「ふるさと教育」および「キャリア教育」の考え⽅と実

績について  

湯淺啓史  

政 雲 クラブ、湯 淺 啓 史 です。今 回 は、大 きく二 つの質 問 をさせていただこうと思 っています。

一 つ目 は、ふるさと教 育 及 びキャリア教 育 の考 え方 。そして、二 つ目 は、出 雲 科 学 館 のさらな

る活 用 の方 法 について、質 問 をさせていただこうと思 っています。 

この二 つは、いずれも関 連 しており、地 方 創 生 、あるいは地 域 の活 性 化 という課 題 の中 で、

子 どもをどうやって育 てていくのか、何 が課 題 であるのかということを掘 り下 げてみたいというこ

と、そしてまた、その関 連 の中 で、出 雲 科 学 館 というものを一 歩 進 んで地 方 創 生 の核 として活

用 できるような方 策 はないのか、そのようなことの発 想 からの質 問 です。どうぞよろしくお願 いい

たします。 

初 めに、ふるさと教 育 及 びキャリア教 育 の考 え方 と実 績 についての質 問 をします。 

３月 議 会 で予 算 化 されました事 業 の中 に、地 域 活 性 化 、地 域 住 民 生 活 緊 急 交 付 金 、いわ

ゆる地 方 創 生 先 行 型 の交 付 金 を活 用 した事 業 として、ふるさとへの夢 ・活 力 創 生 事 業 があり

ます。 

地 方 創 生 先 行 型 の事 業 は、いわば地 方 活 性 化 の目 玉 となる事 業 と認 識 しています。ふる

さとへの夢 ・活 力 創 生 事 業 は、学 校 教 育 の中 でふるさとへの夢 や自 らの目 標 を持 つ子 どもを

育 むふるさと学 習 やキャリア教 育 の実 施 がうたわれています。 

その後 、６月 議 会 で示 されました地 方 創 生 総 合 戦 略 骨 子 案 、また今 議 会 に示 されました

総 合 戦 略 素 案 の中 にも、定 住 促 進 を図 る事 業 の一 項 目 としてふるさと学 習 ・キャリア教 育 の

推 進 が取 り上 げられています。 

地 域 の将 来 を担 う子 どもたちを導 く大 変 重 要 な事 柄 と位 置 づけられているということが推 察

できます。 

しかしながら、それらが具 体 的 にどのような事 柄 を指 すのか、特 にキャリア教 育 という言 葉 が、

どのような教 育 を指 すのか、明 確 でないように思 われます。 

余 談 になりますが、同 じように曖 昧 な言 葉 ながら大 変 よく使 われる言 葉 に「まちづくり」という

言 葉 があります。まちづくりという言 葉 は大 変 便 利 な言 葉 であり、どのような意 味 を込 めることも
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できることから、あらゆる場 面 で登 場 する言 葉 です。そして、それは人 それぞれに受 け取 る意

味 が違 っています。 

ある人 は道 路 整 備 をすることがまちづくりだといい、ある人 は住 宅 開 発 をすることがまちづく

りだといい、ある人 は企 業 誘 致 や産 業 育 成 がまちづくりだといい、さらに、またある人 は公 園 の

整 備 や公 共 施 設 の整 備 がまちづくりだと。どれもある面 は正 しいことだというふうに思 いますが、

まちづくりという一 くくりでくくってしまうと議 論 がかみ合 わない。当 然 のことだと思 います。 

同 様 に、キャリア教 育 、あるいはキャリアという言 葉 にも、どのような意 味 を込 めるか、これを

定 義 しない限 り議 論 はかみ合 わないであろうし、それを行 う教 育 の現 場 というのは、混 乱 をき

わめるだけではないかと思 っています。 

一 般 にキャリアと言 えば、その人 の経 歴 、足 跡 、遍 歴 といったものを指 すと思 います。また、

国 家 公 務 員 の一 部 エリートをキャリアというふうに呼 ぶこともあるようです。 

高 等 学 校 では、キャリア教 育 と言 えば、これは進 路 指 導 と直 結 するものと捉 えられるように

思 われます。 

これも先 ほどのまちづくりと同 様 に、めいめいが異 なる意 味 合 いで使 っているケースが多 い

言 葉 と感 じています。 

そこで、まずは、キャリア教 育 について、その意 味 と具 体 的 な取 り組 みを明 示 願 います。 

続 いて、アントレプレナーシップ（起 業 家 精 神 ）教 育 という言 葉 ですけれども、との違 いをお

示 しください。 

これは、教 育 現 場 だけではなく、各 地 でさまざまな講 座 としても取 り上 げられ、起 業 家 育 成 、

あるいは起 業 家 精 神 教 育 などと呼 ばれ、アントレプレナー教 育 、またはセミナーというような形

で進 められているように聞 いています。 

全 国 各 地 の小 学 生 を対 象 とした事 業 をはじめ、多 くの事 例 があるようにも聞 いておりまして、

ここ出 雲 市 では、出 雲 商 工 会 議 所 青 年 部 の皆 さんが、ベンチャーキッズという言 葉 、というプ

ログラムを開 催 された事 例 もあります。 

これらの起 業 家 精 神 育 成 への取 り組 みは、キャリア教 育 とは異 なるものなのか、あるいはキ

ャリア教 育 に含 まれるものなのか、見 解 をお聞 かせ願 いたいと思 います。 

さらに、キャリア教 育 は、教 科 として取 り組 まれるものではないというふうに思 いますので、そ

の評 価 が大 変 難 しいように感 じています。 

そこで、キャリア教 育 は、どのように評 価 されるべきものなのか、これについてお答 えをいただ

きたいと思 います。 

続 いて、現 在 、小 ・中 学 校 で進 められているふるさと教 育 及 びキャリア教 育 についてです。 
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冒 頭 申 しあげたとおり、３月 議 会 で予 算 化 をされた「ふるさとへの夢 ・活 力 創 生 事 業 」は、市

内 の小 ・中 学 校 を対 象 とした事 業 であります。地 域 活 性 化 、地 域 住 民 生 活 等 緊 急 支 援 交 付

金 、いわゆる地 方 創 生 先 行 型 の交 付 金 を活 用 したものです。出 雲 市 の地 域 、地 方 創 生 にと

りまして重 要 な位 置 づけと感 じています。ので、本 年 度 のふるさとへの・夢 活 力 創 生 事 業 とし

て実 施 する、その目 的 、それから期 待 される効 果 は何 かについてお答 えください。 

そして、具 体 的 な取 り組 み方 法 と実 績 としてどのようなものが上 がっているのかについて、お

答 えいただきますよう、よろしくお願 いします。 

 

杉⾕教育部⻑  

教 育 部 長 （杉 谷  学 君 ） 登 壇  それでは、先 ほど質 問 がありました湯 淺 議 員 のふるさと教

育 、キャリア教 育 の考 え方 等 についてお答 えをしてまいります。 

まず、キャリア教 育 について、その意 味 と具 体 的 な取 り組 みということです。 

子 どもたちには将 来 、社 会 的 、職 業 的 に自 立 し、社 会 の中 で自 分 の役 割 を果 たしながら、

自 分 らしい生 き方 を実 現 する力 が求 められています。。キャリア教 育 でいうところのキャリアとは、

人 が障 害 の中 でさまざまな役 割 を果 たす過 程 で、自 らの役 割 の価 値 や、自 分 と役 割 との関

係 を見 出 していく、連 なり、あるいはその積 み重 ねとしています。。キャリア教 育 は、その必 要 な

基 盤 となる能 力 ・態 度 を育 てることを通 して、キャリア発 達 を促 す教 育 であると捉 えています。 

本 市 の小 ・中 学 校 では、まずは自 立 の基 礎 となる各 教 科 の基 礎 的 な学 習 内 容 のしっかりと

した定 着 を図 ること。そして、道 徳 の時 間 、児 童 会 、生 徒 会 活 動 、学 級 での係 活 動 や清 掃 活

動 などを通 して、児 童 生 徒 が学 ぶことや働 くことの意 義 及 び協 力 することの大 切 さなどを実 感

する取 り組 みを進 めているところです。 

また、特 に中 学 校 におきましては、職 場 体 験 学 習 や、ボランティア活 動 を学 習 計 画 に位 置

づけて実 施 をし、勤 労 観 ・職 業 観 を養 う教 育 活 動 にも取 り組 んでいるところです。 

次 に、アントレプレナーシップ、起 業 家 精 神 教 育 との違 いということでございました。 

アントレプレナーシップ教 育 は、近 年 聞 かれています。起 業 家 教 育 に近 いものではないかと

考 えています。 

起 業 家 教 育 は、会 社 の設 立 や商 品 開 発 などを通 して、チャレンジ精 神 や想 像 力 を養 い、

新 たに生 み出 すおもしろさを体 感 するなど、将 来 の仕 事 や職 場 で求 められる資 質 を養 う実 践

的 な教 育 活 動 だと考 えています。 
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このアントレプレナーシップ教 育 とキャリア教 育 におきましては、育 てようとする力 は共 通 して

いる部 分 が多 いと考 えますが、手 法 において、アントレプレナーシップ教 育 は、より実 践 的 であ

るというふうに考 えます。 

次 に、どのように計 画 され、いかに評 価 されるものかということです。 

各 小 ・中 学 校 におきましては、キャリア教 育 全 体 計 画 を作 成 しておりまして、児 童 ・生 徒 に

身 につけたい力 を設 定 しています。キャリア教 育 は、学 校 教 育 活 動 全 てにおいて実 施 をされ

るものでありまして、児 童 ・生 徒 に対 する評 価 という点 では、教 科 学 習 であれば学 習 の評 価 と

して、特 別 活 動 や総 合 的 な学 習 の時 間 では、活 動 の様 子 を記 述 することによって評 価 をして

います。 

現 在 、各 小 ・中 学 校 で進 めています。ふるさと教 育 、キャリア教 育 、そしてこのことと本 年 度

ふるさとへの夢 ・活 力 創 生 事 業 として実 施 する目 的 と期 待 される効 果 についての質 問 でござ

いました。 

この事 業 の目 的 は、ふるさと出 雲 のよさに気 づいて好 きになり夢 や目 標 を持 ち、将 来 出 雲

に住 んで働 き、社 会 に貢 献 していこうとする子 どもを育 てることであります。 

この事 業 を展 開 することにより、子 どもたちが将 来 本 市 に定 住 し、本 市 の発 展 のために貢

献 してくれることを長 い目 で見 て期 待 をしています。 

次 に、具 体 的 な取 り組 み方 法 と実 績 です。 

ふるさとへの夢 ・活 力 創 生 事 業 の中 で取 り組 むふるさと学 習 ・キャリア教 育 の柱 は二 つす。 

一 つ目 は、バス等 を利 用 して校 外 学 習 をするということです。本 市 の自 然 や文 化 、歴 史 を

学 べる場 所 に出 かけたり、農 林 水 産 業 ・商 工 業 にかかわっている人 や施 設 を訪 問 するなど、

出 雲 のひと・もの・ことについて学 ぶこととしています。 

二 つ目 は、講 師 を招 いて話 を聞 くという学 習 であります。子 どもたちがふるさと出 雲 への思

いと自 らの夢 を膨 らませることができるよう、高 い志 を持 って起 業 した会 社 経 営 者 の皆 様 やＵＩ

ターンして出 雲 で活 躍 している皆 様 、まちづくりのために仲 間 とともの頑 張 っている先 輩 たちな

どから話 を聞 くこととしています。 

これらの事 業 については、７月 までに各 小 ・中 学 校 から計 画 書 の提 出 がございました。 

また、その実 績 については年 度 末 に報 告 という形 で受 けることにしています。 

計 画 書 の中 から学 習 内 容 を見 てみますと、バス等 を利 用 した校 外 学 習 につきましては、弥

生 の森 博 物 館 、出 雲 古 代 歴 史 博 物 館 などでの歴 史 学 習 、小 伊 津 などでの地 層 見 学 、商 業

施 設 、工 場 や環 境 施 設 の見 学 、福 祉 施 設 での体 験 活 動 や公 園 等 での自 然 体 験 活 動 など、

多 様 な計 画 となっています。 
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また、講 師 を招 いて話 を聞 く学 習 につきましては、歴 史 、文 化 、スポーツ活 動 などで著 名 な

方 をはじめ、本 市 で起 業 し仕 事 に打 ち込 んでいらっしゃる方 、地 域 で産 業 や伝 統 芸 能 を継

承 していらっしゃる方 などを招 いての活 動 が計 画 されています。 

本 市 では、ふるさと学 習 として、地 域 のひと・もの・ことにかかわる学 習 に、長 年 にわたって

取 り組 んできておりまして、今 後 も出 雲 の子 どもたちが、これからの社 会 を力 強 く切 り開 いてい

けるように、ふるさと学 習 及 びキャリア教 育 の充 実 に取 り組 んでまいりたいと考 えています。 

また、これらの取 り組 みが、具 体 的 に言 いますと、ふるさと教 育 及 びキャリア教 育 によりまし

て、本 市 に住 んでいる児 童 ・生 徒 がふるさとに愛 着 を持 ち、将 来 は本 市 で、自 身 の夢 をかな

えていくことを願 い、長 期 的 な視 点 に立 って、定 住 促 進 に位 置 づけているところです。 

以 上 、答 弁 とさせていただきます。 

 

湯淺啓史  

大 変 整 理 をしてお答 えをいただきまして、ありがとうございました。 

総 合 戦 略 の中 では、定 住 促 進 の一 つの大 きな柱 として、これに取 り組 んでいらっしゃるとい

うことで、ぜひ、私 も同 感 でございまして、子 どもたちが将 来 的 にこの地 域 で大 いに活 躍 をして

いただきたいというところが主 眼 であろうと思 っています。 

キャリア教 育 につきまして、成 相 教 育 委 員 長 にお伺 いいたしますが、教 育 委 員 長 は、経 済

活 動 だけでなく、さまざまなボランティア活 動 であったり、もちろん教 育 委 員 会 のことに関 しても、

大 変 活 発 にかかわっていらっしゃいまして、さまざまな子 どもたちとかかわりを持 っていらっしゃ

ると思 いますが、将 来 的 にこの地 域 にキャリア教 育 を受 けた子 どもたちに戻 ってきていただき

たいと、そこは多 分 同 じだと思 いますが、現 在 進 められているキャリア教 育 というものが、どうい

った感 じで捉 えられているのか、率 直 なご意 見 をいただきたいと思 います。 

 

成相善美 君教育委員⻑  

それでは、失 礼 いたします。 

キャリア教 育 についてですけれども、この出 雲 でいろいろな起 業 されたりとか、一 生 懸 命 頑

張 ってる方 々があったり、会 社 があったりいろいろあります。そして、ボランティア活 動 に関 して

もたくさんの方 々が、この間 の３．１１に関 しても、たくさんのボランティアが出 かけられて、いろ

いろ地 域 のために頑 張 っていらっしゃいます。 

そういった方 々のお話 を、子 どもたちが聞 くことによって、自 分 たちが学 校 で学 んでいること

以 外 に、例 えば、仕 事 であれば、製 造 して商 品 になるまでにどれだけの苦 労 があるとか、そし
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て、私 の会 社 でいえば、野 菜 をつくってくださる人 がいて、それを加 工 する人 たちがいて、そし

て商 品 になって出 て食 べていただけるまでにいろいろな苦 労 があるわけですね、そういった話

をすることによって、とかく子 どもたちの中 には、できたものをそのまますぐ・・ですね、それから、

何 でもできている、商 品 としてできているものとして、そこまでの苦 労 がどういうものがあったとか

いうことが分 からなかったり、そういったことがあります。そういったところのお話 をさせてもらうこと

によって、たくさんの人 の手 によって、一 つの商 品 ができているとか、それから、いろいろやるこ

とも、自 分 一 人 ではなかなか何 もできないけれども、多 くの方 々と力 を合 わせてやることによっ

て、一 つの共 同 作 業 することによって、ボランティア活 動 にすれば、大 きなボランティア活 動 が

できたり、また、そういった体 験 をしている人 たちの話 を聞 くことによって、自 分 たちもこういうこ

とをすれば、人 のために役 に立 てるとか、自 分 ひとりの力 ではなくて、多 くの友 達 と力 を合 わせ

てやれば、こういった大 きな事 ができたとか、いろいろなことを、そういったキャリア教 育 の中 で

体 験 していけるものじゃないかと思 っています。 

 

湯淺啓史  

ぜひ、このキャリア教 育 推 進 をお願 いしたいところですが、先 ほど、起 業 家 精 神 育 成 のとこ

ろで、若 干 手 法 が違 うのではないかというようなお話 もありましたが、私 は、キャリア教 育 の中 に

そういった要 素 をどんどん取 り入 れるべきじゃないかなという気 がしています。 

今 回 のふるさとへの夢 ・活 力 創 生 事 業 の中 では、地 域 で活 躍 なさっている方 々のお話 を聞

くというような予 算 をとられておって、実 際 になさっているようですけれども、さらに進 めて、体 験 、

それも強 烈 な体 験 をしていくことが、地 域 での活 動 という、将 来 的 な活 躍 ということにつながる

というふうに考 えています。 

この後 、出 雲 科 学 館 についても質 問 いたしますけれども、例 えば、出 雲 科 学 館 を会 場 に行

う、科 学 体 験 学 習 、これに起 業 家 精 神 育 成 のプログラムを取 り込 む児 童 ・生 徒 、それから教

育 現 場 、そして産 業 界 、そして地 域 が連 携 をする仕 組 みをつくっていくこと。 

さらには、市 内 のＩＴ業 界 の皆 さんの協 力 を得 て、プログラミングであったりとか、ネット販 売

であったりとか、３Ｄプリンターを活 用 した学 習 であったりなどなど、また他 の業 界 とも連 携 など

などを創 造 していくと、発 展 的 にアイデアが膨 らんでいくような気 がいたしますけども、キャリア

教 育 に起 業 家 精 神 的 な要 素 を取 り入 れるということに関 しては、どのようなお考 えをお持 ちで

しょうか、よろしくお願 いします。 
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杉⾕教育部⻑  

先 ほど申 しあげましたように、起 業 家 教 育 として育 てる力 と、キャリア教 育 として育 てる力 と

いうのは、非 常 に共 通 している部 分 があるということをお話 をさせていただきました。 

例 えば、キャリア教 育 では、人 間 関 係 形 成 能 力 というようなものを育 てるということで、これは、

もう少 し各 学 校 では言 葉 をやさしくした能 力 にしておると思 いますが、これが起 業 家 教 育 の中

では、例 えば、コミュニケーションスキルでありますとか、チームワークという言 葉 になって出 てき

ています。そういう点 で、共 通 している部 分 が多 いかなと思 っています。 

それから、学 校 教 育 の中 で、起 業 家 教 育 の視 点 をということですけども、特 に総 合 的 な学

習 の時 間 においては、それぞれ地 域 の課 題 を考 えるときに、この地 域 にとって今 後 どういった

取 り組 みが必 要 であろうかというふうなところに問 題 をもって解 決 をしていくこと自 体 が、先 ほど

言 いました新 たなものを生 み出 すとかという能 力 の育 成 につながってまいると思 いますし、最

終 的 にはそれらを考 えることが新 たな仕 事 というところの視 点 にもいくかもしれません。そうした

ことで、現 在 取 り組 んでいます。各 学 校 での教 育 活 動 、あるいは事 業 の中 で、こうした起 業 家

教 育 の中 にある手 法 を、取 り入 れていくということは、より学 習 を深 めていく点 では有 効 ではな

いかというふうに考 えています。ので、今 後 、教 育 委 員 会 としましても、いろいろな実 践 の中 で、

具 体 的 に学 校 のほうへは示 していけたらと思 っています。 

 

湯淺啓史  

ぜひ、よろしくお願 いいたします。 
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湯淺啓史 平成２７年度９⽉議会⼀般質問および回答 全⽂ 

質問内容 出雲科学館の活⽤について  

湯淺啓史  

次 の質 問 は、科 学 館 の活 用 についてです。 

これも、先 ほどちょっとアイデアとして触 れさせていただいたようなことも含 めて、もう少 し突 っ

込 んで科 学 館 というものを活 用 できないかということです。 

先 ほど質 問 いたしましたキャリア教 育 を、出 雲 科 学 館 を舞 台 に、例 えば、キャリアアップとい

うものにつなげる取 り組 みに活 用 できないか。図 書 館 が住 民 の生 涯 教 育 に役 立 っていると同

様 に、出 雲 科 学 館 がキャリアアップの拠 点 となるような活 用 、そういった視 点 からの質 問 です。 

出 雲 科 学 館 は、平 成 １４年 （2002）の開 館 以 来 、主 に小 ・中 学 校 の児 童 ・生 徒 の理 科 学

教 育 に活 発 に利 用 されていることは理 解 しており、また大 いに評 価 をしている一 人 です。 

それは、今 年 度 の出 雲 科 学 館 理 科 学 習 計 画 や、各 月 のイベントカレンダーなどなど、確 認

いたしますと大 変 な利 用 がされているということが確 認 できます。十 分 に把 握 しているものとい

うふうには思 っています。 

しかしながら、事 業 の対 象 が小 ・中 学 校 の児 童 ・生 徒 に限 られているような感 じがいたしま

す。 

私 は、もう少 し高 校 生 以 上 、一 般 人 が使 える場 所 にすべきだと考 えます。 

この場 合 、訪 れる場 所 ということではなくて、一 歩 踏 み込 んで、使 える場 所 とすべきと思 って

います。なぜならば、出 雲 科 学 館 の設 置 及 び管 理 に関 する条 例 の中 で、その目 的 、第 １条 で

すけれども、「小 ・中 学 校 児 童 ・生 徒 の理 科 学 習 の充 実 及 び高 度 化 を図 るとともに、広 く市 民

の間 で科 学 技 術 の普 及 ・啓 発 を促 し、もって活 力 と創 造 性 豊 かな２１世 紀 出 雲 の発 展 に資

することを目 的 にする」というふうに書 いてあります。 

また、第 ３条 の事 業 の中 では、科 学 館 は次 の事 業 を行 うということの中 に、６項 目 ほど掲 げ

てありますが、主 に小 ・中 学 生 の事 柄 以 外 のことという部 分 で、４番 目 に、産 業 科 学 技 術 の学

習 ・啓 発 事 業 。５番 目 に、科 学 技 術 知 識 の普 及 ・啓 発 事 業 とうたわれています。 

そこで、出 雲 科 学 館 の有 効 活 用 について、以 下 の質 問 をいたします。 

出 雲 科 学 館 の利 用 実 績 、学 校 教 育 利 用 及 び一 般 利 用 について、これは端 的 にお答 えい

ただきたいと思 います。 
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そして、先 ほど申 しあげました事 業 の４番 目 と５番 目 とご紹 介 いたしました産 業 技 術 の学

習 ・啓 発 事 業 、そして科 学 技 術 知 識 の普 及 ・啓 発 事 業 、これの実 績 をお答 えいただきたいと

思 います。 

そして、さらに夜 間 利 用 に関 する要 望 というものが寄 せられていないのかどうか、このことに

ついてお答 えいただきますよう、よろしくお願 いいたします。 

 

槇野教育⻑  

それでは、ただいまの出 雲 科 学 館 に関 するご質 問 にお答 えをいたします。 

まず、１点 目 ですが、出 雲 科 学 館 の利 用 実 績 ということで、学 校 教 育 の利 用 、それから一

般 の利 用 ということで、ご質 問 をいただきました。 

出 雲 科 学 館 は、先 ほどご紹 介 にもありましたように平 成 １４年 （2002）の７月 の開 館 以 来 、

学 校 教 育 での理 科 学 習 の充 実 と市 民 の科 学 技 術 やものづくりに関 する知 識 や技 術 の普 及

を目 的 に事 業 展 開 をしています。年 間 平 均 約 １５万 人 のご利 用 をいただいています。 

学 校 教 育 関 係 の利 用 は、小 学 ３年 生 から中 学 ３年 生 を対 象 とした小 ・中 学 校 理 科 学 習 を

はじめ、その他 の学 習 支 援 として、特 別 支 援 学 級 在 籍 者 や不 登 校 、あるいは不 登 校 傾 向 の

ある生 徒 を対 象 にした理 科 学 習 を行 っているほか、理 科 担 当 教 諭 の研 修 も実 施 しているとこ

ろです。 

また、幼 稚 園 には出 前 事 業 として、理 科 体 験 学 習 を実 施 しているところです。 

これらの平 成 ２６年 度 （2014）の実 績 は、小 ・中 学 校 理 科 学 習 が２万 ７９０人 、その他 の学

習 支 援 が６００人 、理 科 担 当 教 員 研 修 が１１０人 、幼 稚 園 理 科 体 験 学 習 が３０６人 というふうな

数 字 となっています。 

一 方 、一 般 の利 用 につきましては、約 １３万 人 、このうち生 涯 学 習 の実 験 教 室 やものづくり

教 室 などへの参 加 者 数 は６万 ８，０６１人 となっているところです。 

それから、産 業 科 学 技 術 の学 習 ・啓 発 事 業 というようなことでお尋 ねがございましたが、これ

は生 涯 学 習 の事 業 のことという捉 え方 でお答 えをさせていただきます。 

開 館 以 来 、ロボットやエネルギー、それから宇 宙 開 発 等 の最 先 端 の科 学 技 術 や、その時 々

の話 題 になっている科 学 事 象 などをテーマとした企 画 展 、それから青 少 年 のための科 学 の祭

典 をはじめとするイベント、そしてノーベル賞 受 賞 者 や宇 宙 飛 行 士 などによる講 演 会 や、各 種

今 日 教 室 を開 催 しています。 

これらの平 成 ２６年 度 （2014）の実 績 は、企 画 展 が９回 、イベントが１１回 、講 演 会 が２回 、

各 種 教 室 は１２１種 類 の教 室 を８４９回 開 催 しているところです。 
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また、今 年 度 から島 根 県 にゆかりがありますつくば市 在 住 の科 学 者 ・技 術 者 で組 織 されて

います「しまね・つくば研 究 者 ネットワーク」、こういったところと連 携 いたしまして、科 学 教 室 の

開 催 を予 定 しているところです。 

今 後 も、先 進 的 な科 学 技 術 に触 れる機 会 を積 極 的 に提 供 していきたいというふうに考 えて

いるところです。 

それから、夜 間 利 用 のご質 問 がございましたが、特 に要 望 としては具 体 的 に、今 聞 いてい

るわけではございませんけれど、出 雲 科 学 館 の夜 間 利 用 といたしましては、現 在 、天 文 教 室 と

か、それから星 座 観 察 会 を実 施 しています。昼 間 に科 学 教 室 などに参 加 しにくい大 人 を対 象

とした教 室 などの開 催 につきましては、過 去 にも実 績 がございまして、ニーズとか内 容 に応 じ

て検 討 をしていきたいというふうに考 えているところです。 

以 上 、答 弁 といたします。 

 

湯淺啓史  

来 場 ということでは、かなりの方 々が訪 れられている施 設 と考 えています。その点 は十 分 に

評 価 をしているところです。 

しかしながら、先 ほども申 しあげましたように、どちらかというと、生 涯 教 育 の部 分 、要 するに

一 般 利 用 の部 分 に関 しましては、積 極 的 な利 用 というよりも、訪 れる場 所 という捉 え方 のほう

が若 干 強 いのではないかなという捉 え方 を私 はしています。 

先 ほど紹 介 いただいたさまざまな教 室 であったりとか、セミナーであったりというのも、ある面

知 見 を広 げる、あるいは趣 味 の域 を広 げていく、深 めていくというようなことには、大 変 役 立 っ

ているのかも分 かりませんが、いわゆる産 業 界 から見 てあの科 学 館 がどう活 用 できるのかという

ことに関 しましては、これは今 のところ残 念 ながらそういった活 用 はできにくい施 設 だと、あるい

はそういったことには使 えないというような規 制 がかかっているとも受 け取 れる施 設 だというふう

に、私 は思 っています。 

キャリア教 育 、先 ほど申 しあげました地 域 の子 どもたちを対 象 に、キャリア教 育 を進 めていく

のであれば、それが成 長 した先 、もちろん社 会 人 になった後 も、キャリアアップというものは、当

然 、必 要 になってくるのであります。 

例 えば、学 生 の期 間 だけ勉 強 すればそれで就 職 後 は、何 の学 習 をしなくてもよいのかとい

うと、そういうことは決 してないわけでありまして、学 校 にいる期 間 よりも、もっともっと学 習 をしな

ければならないというのが社 会 に出 てからだというふうに思 っています。 
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特 に、科 学 技 術 のことであったり、そういった理 科 系 のことに関 しましては、常 に新 しい学 習

をしていくということがキャリアアップを実 行 実 現 をしていくということにつながると思 っています。 

そういった意 味 で、質 問 の中 でも言 いましたように、図 書 館 と並 ぶように、出 雲 科 学 館 がそ

ういった産 業 界 からも認 められるようなキャリアアップの殿 堂 となる、そのような使 い方 が、私 は

必 要 だと思 います。 

例 えば、これは今 の設 置 管 理 条 例 から全 く外 れるかも分 かりませんが、ＮＰＯ法 人 ２１世 紀

産 業 支 援 センターが、出 雲 科 学 館 にあってもよいと私 は、そのぐらいは思 います。 

具 体 的 には、創 業 支 援 、産 業 情 報 提 供 支 援 、ビジネスマッチング、そういった場 としてあの

科 学 館 が利 用 されるのであれば、それこそ地 方 創 生 、あるいは地 域 活 性 化 に大 変 役 立 つ場

所 になる、そのように考 えています。 

現 在 は、どちらかというと、学 校 教 育 のほうからのアプローチということで科 学 館 が存 在 する

わけですけれども、決 してそれだけにとどまってはならないと思 っています。この点 、もう一 度 ご

所 見 をお伺 いしたいと思 います。 

 

槇野教育⻑  

教  育  長 （槇 野 信 幸 君 ） 産 業 界 としての活 用 といいますか、連 携 ということでお話 がござ

いまして、産 業 界 との連 携 、あるいはそういった産 業 界 として有 効 な活 用 の仕 方 というものは

非 常 に大 事 なことだと思 っていますし、先 ほどご紹 介 がありましたように、もともと設 立 の趣 旨

の中 には、そういった産 業 界 との連 携 といいますか、そちらへ向 けての貢 献 ということも施 設 の

目 的 として上 がっているわけでして、具 体 的 なご提 案 をいただけば検 討 してみたいと思 います

し、できることできないことあろうかと思 いますが、やはりそういった活 用 の仕 方 というのも考 えて

いかなければならないということで、今 、産 業 界 というお話 がございましたけど、具 体 的 には、そ

れは誰 とお話 をすればよいのか、なかなか分 かりにくい面 はありますけれど、ぜひ、いろいろな

声 を聴 かせていただいて、できることはやっていきたいというふうに考 えています。 

 

湯淺啓史  

大 変 前 向 きなご回 答 をいただきまして、ありがとうす。 

大 変 、これから明 るい方 向 かなというふうに思 っていますので、ぜひ、よろしくお願 いします。 

これ以 上 、あえて言 うことはないかも分 かりませんが、さらに言 うならば、今 後 の公 共 施 設 と

いうものの方 向 性 といいますか、そういったものを考 えたときに、今 後 はコンパクトな都 市 機 能 と

いうものが求 められる、そういった中 にあって、公 共 施 設 も単 独 の機 能 で各 地 に置 いてあると
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いう状 況 ではなくて、いろいろな機 能 をあわせ持 った状 態 で施 設 が存 在 するというのが、今 後

求 められる状 態 じゃないかなというふうに思 っています。 

ですから、先 ほど教 育 長 の答 弁 にもありましたように、現 在 の使 い方 から一 歩 踏 み出 る状

態 で考 えて発 想 していただいて、さらに活 用 していただく知 識 の殿 堂 といいますか、科 学 の殿

堂 といいますか、そういった存 在 になるようにしていただければというふうに思 っています。 

以 上 で、私 の質 問 を終 わらせていただきます。 


